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従来技術とその問題点
香りの噴射装置、香りを伴うコンテンツは数あれど、
香りによって視覚の対象の動きを感じる速さが変化す
るクロスモーダル現象に着目した技術はなかった。
この現象を活かし、目から入る情報（視覚情報）から
感じる映像の速さや体感速度を、香りでコントロール
する技術を開発。まだあまり知られていない、この発
見、現象、技術の応用を目指す。



3

クロスモーダル現象
ヒトや生物の感覚では、視覚と聴覚、味覚と嗅覚など、本来別々と
される感覚が互いに影響を及ぼしあう現象のこと。

視覚

聴覚

味覚

嗅覚

触覚

情報 感覚
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従来技術とその問題点
香りの噴射装置、香りを伴うコンテンツは数あれど、
香りによって視覚の対象の動きを感じる速さが変化す
るクロスモーダル現象に着目した技術はなかった。
この現象を活かし、目から入る情報（視覚情報）から
感じる映像の速さや体感速度を、香りでコントロール
する技術を開発。まだあまり知られていない、この発
見、現象、技術の応用を目指す。

・問題点
従来の香りによるクロスモーダル効果は、科学的な
エビデンスが欠落している。
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例えば

ユーザーはシビア
効果がないものは、やがて淘汰される

○○の香りは瞑想にいい 、、、本当？
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本技術
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本技術

ゆっくり♪ はやく♪

モーションドット
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本技術

14人の被験者、
各５２５試行の心理実験で確認。

Aroma Shooter
(Aromajoin Corp.)
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本技術

1.5 ~3.0%
はやく♪

モーションドット

ゆっくり♪

1.5 ~3.0%
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ミラー
fMRI

プロジェクター

スクリーン

本技術

fMRI装置

fMRI装置によって、脳活動も計測
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本技術

hMT

V1

香りによって、
視覚野の活動が

変化することを確認

心理実験だけでなく、
生理実験でも

クロスモーダル現象を確認
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本技術

日本だけに留まらず、
世界各国で、注目されている。

香りへの関心は世界共通。

各地域の閲覧+ダウンロード数
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新技術の特徴・従来技術との比較

従来の香りを使った技術とは異なり、
ユーザーの状態に合わせて、香り噴射
の種類やタイミングを変えることで、
ユーザーの感覚を変える技術である。
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香り噴射のきっかけは、
香りシステム側だけにある。

本技術従来

香り噴射のきっかけは、
香りシステム側だけでなく、

ユーザー側にもある。

ゆっくり
感じたい
なぁ

＜一方向のシステム＞ ＜双方向のシステム＞
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ゆっくり
した場面
だなぁ

スピーディな
場面だなぁ

映像を変えることなく、

ユーザーの感覚を変えることができる。

同じ映画を見ても、印象が違う！？など
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応用

香りで
視覚のスピード感を変えるだけでなく、

体感速度も変化させる。
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モーションドットは

ある種の動きをみせる場合、

自己運動感覚を想起させる。

例：Expanding motion dotsは

前に進む、自己運動感覚をひき起こす。

嗅覚 → 視覚 だけでなく
嗅覚 → 体性感覚 にも効果がある



用途例

80
100km/h

香り（バニラ）を噴射することで、
体感速度を高め、減速を促す。



もっと
スリルを
味わいたい

あんまり
スリルを

味わいたくな
い

体感速度up↑ 体感速度down↓

用途例
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想定される用途

• 香りを使ったエンターテインメント
• 乗り物等でのユーザーの体感速度コント
ロール

• この効果（レモン遅、バニラ速）を意識し
た製品やサービス、広告
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用途例

「レモンでゆっくり♪」
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実用化に向けた課題

• 基本的な嗅覚→視覚のクロスモーダル現象
まで科学的に確認済み。しかし、この発見
を社会実装させるためのノウハウが欠落。

• 嗅覚→、、のアイデアはたくさんあるが、
これを製品、サービス、ヒトの行動変容に
まで持っていく実証実験等がまだまだ不足。

• ビジネス化、最終的に事業を収益化させる
ための議論、プランが不明瞭。
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企業への期待

課題解決に向け、皆様との共創を希望します。
• 香りや五感のクロスモーダル現象に興味が
あり、新事業に挑戦するマインドのある方。

• エビデンスを重視し、実証実験等、一緒に実
施して下さる方。

• 「嗅覚は未開拓。香りはフロンティア。鼻は
開いている。」に賛同され、面白いことに挑
戦してみたい方。
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本技術に関する知的財産権

•発明の名称：体感速度制御装置
•出願番号 ：特願2022-094500
•出願人 ：情報通信研究機構
•発明者 ：對馬淑亮、西野由利恵
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産学連携の経歴

• 2016年-2020年 JSTけいはんなリサーチコンプレックス
（京セラ、島津製作所、サントリー、パナソニック等）

• 2016年-2020年 同志社大学、木村工機と共同研究実施
• 2019年 京セラ “異種格闘技戦” ‘19

（金出武雄、押井守、下條信輔、北野宏明 他）

• 2019年-2022年 大手電機メーカと共同研究実施
• 2019年-2023年 ワコール株式会社「美しい佇まい」プロジェクト

など
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お問い合わせ先

国立研究開発法人情報通信研究機構
イノベーション推進部門
知財活用推進室

TEL: 042－327－6950
e-mail: ippo＠ml.nict.go.jp
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